
 

令和４年度 事業計画 

Ⅰ 基本方針 

 

人口減少、少子高齢化が急速に進行する中、我が国は人生 100 年時代を見据

え、健康で意欲と能力がある限り、年齢に関係なく働き続けることができる「生

涯現役社会」の実現に向けた取り組みを進めています。「高齢法」の改正により

令和３年４月からは、事業主に対し７０歳までの定年引き上げや継続雇用制度

の導入などの措置を講ずる努力義務が設けられ、シルバー会員の確保に極めて

厳しい状況が続いています。また新型コロナウィルス感染拡大により、人々の生

活や活動は著しく制限され、外出自粛要請、イベント、行事の中止が相次ぎ、経

済に深刻な打撃を与え、当センター運営に少なからず影響を及ぼしています。 

このような状況の中、当センターは基本理念の「自主・自立・共働・共助」の

もと、より公益性を高めるとともに関係機関のご支援・ご協力をいただきながら

魅力あるセンターを目指し、特に女性会員の加入促進とそれに向けた就業機会

の提供を図り、高齢者の豊富な経験や知識を有効に活用できる環境づくりに取

り組み、地域から信頼されるシルバー人材センターの構築に努めて参ります。ま

た、「安全は全てに優先する」を最重要課題として、積極的に研修会・講習会等

を開催し、事故の未然防止を図るとともに、コロナ感染症の状況を注視しつつ、

会員及び役職員の安全な就業活動が十分生かされるセンターの運営を目指しま

す。   

当センターの令和４年度の事業推進にあたり、地域住民に信頼され、活力ある

地域社会づくりに寄与するため、次の五つの重点項目を掲げて事業を着実に実

施します。 

 

① 会員の確保 

② 普及啓発活動の推進 

③ 安全・適正就業の徹底 

④ 就業機会の拡大 

⑤ 運営体制の充実・強化 

 

 



Ⅱ 実施計画 

 

１．会員の確保 

 

（１）入会の促進 

   ここ数年会員数は漸減の傾向にあり、心身共に健康で働く意欲のある会

員の加入は喫緊の課題となっています。センターのホームページ、新聞の

折り込みチラシ、地域のケーブルテレビ、行政とタイアップしたイベント

等における広報活動を展開し、シルバー人材センター事業を広く周知し

て会員募集を行ってまいります。また女性会員の加入促進を図るため、月

２回の定期入会説明会の他に、希望者の都合に合わせた入会説明会を随

時実施いたします。 

  

２．普及啓発活動の推進 

 

（１）広報活動の充実 

    シルバー人材センター事業を広く市民等に理解してもらうため、市広

報誌への掲載、ホームページによる情報発信等により、事業の意義と基

本的な理念及び仕組み等を市民に周知し、高齢者の入会促進や受注開拓

に結び付くよう広報活動を行います。また当センター発行の広報誌を市

内全世帯に配布し、シルバー人材センター事業をより身近に感じる環境

作りに努めます。 

  

（２）ボランティア活動の推進 

    シルバー人材センターは、心身ともに健康な高齢者で構成された公益

法人であり、地域社会に貢献することを目的としています。今年度も公

益目的事業活動の一環として、春秋のごみゼロ運動、公共施設の草刈り、

千枚田の田植え、稲刈りなどのボランティア活動を積極的に推進します。 

  

３．安全・適正就業の徹底 

 

（１）安全就業の徹底 

    安全就業はシルバー事業運営の基本であります。会員自らが「安全はす

べてに優先する」「自分の安全は自分で守る」との信念を持って仕事に臨

むとともに、日常的な健康管理、体力づくり、健康診断の受診などに努め、

健康維持に自主的に取り組むよう周知を図ります。また、安全パトロール

や巡回指導、研修会・講習会の実施、会報等による啓発、安全標語の募集

を通じて安全意識の高揚に努めます。 



 

 

（２）適正就業の推進 

    公益社団法人として、職業安定法・派遣法等の法令厳守を常に意識しな

がら事業運営にあたるとともに、会員の適正な就業を確保するため、会員

の働き方に係る重要な指針となっている「適正就業ガイドライン」や「発

注者向けパンフレット」を活用しながら、発注者へのセンターにおける適

正な就業の在り方を周知し、理解を得ながら厳正かつ適正な就業の確保

に努めます。また、就業状況の自主点検や業務仕様書等の見直し、派遣事

業への切り替えも視野に入れながら適切な就業形態の確保に努め、就業

機会の公平化、適正化に努めます。 

 

 ４．就業機会の拡大 

 

（１）就業先の確保 

    高齢者が生涯現役で社会参加することが求められていることを背景に、

発注者のニーズや会員の要望を的確に把握し、一人でも多くの会員が希

望する職種に就業できるよう、引き続き新規就業先の開拓・確保に努める

とともに、既存契約先の就業実態の把握と新たな仕事の発掘に努めます。 

 

（２）会員資質の向上 

    多様化する地域の顧客ニーズに迅速かつ柔軟に対応し、顧客の満足度

を高めるためには会員の資質向上が不可欠となります。そのためには、

シルバー人材センターの基本理念を周知させるとともに、講習会や研修

会の受講状況、就業した仕事の出来具合やマナー、発注者からの評価等

の情報を把握して一層の職業マッチング向上に活用します。また、継続

受注や就業の拡大に繋がるよう、技能の研鑽・向上のための剪定、刈払

い機、ハウスクリーニングなどの技能講習・研修会等を実施して会員の

スキルアップを目指します。 

 

（３）職群別会員の後継者育成 

    一部の職群では少ない会員数で多くの受注を捌く状況が常態化しつつ

あります。特に高度な技能を必要とする職群に見受けられるため、後継者

の育成が必要であり、講習会の開催や会員の募集を通じて後継者不足の

解消を図ります。 

 

 

 



（４）独自事業の推進 

    従前から継続しているフリーマーケット「よっていかんけ」は、地物野

菜やリサイクル商品を販売しており、当センター独自事業の柱として円

滑な運営に努めます。毎年年末には正月飾り、しめ縄等を製作販売して着

実に成果をあげており、更なる技術向上を図り、創意工夫を加えた新商品

開発に取り組みます。また地域におけるわら細工の担い手が少なくなっ

ており、技術を伝承していく会員の育成に努めます。 

 

５．組織体制の充実・強化 

 

（１）理事会機能の強化 

    役職員は、公共性・公益性を有するシルバー事業を推進する従事者とし

て、それ相応の自覚と責任が求められています。公益法人としての職務を

円滑に推進するため、綱紀の維持、モラル向上、研修事業への参加などに

より、役職員一人ひとりの意識改革に取り組みます。 

 

（２）事務局体制の充実強化 

    事務局は組織運営を統括し、シルバー人材センターの目的を実現する

ための実質的作業を行う部門です。事業を円滑に推進するため、OA機器

等の活用による徹底した事務事業の見直しを行うとともに、職員の資質

向上を目的とした各種研修会や講習会への参加、連合会・他センターとの

人事交流を促進し、スキルアップに努めます。 

 

（３）自主財源の確保 

    会員の専門的な職業経験を活かした就業機会の創出や派遣事業の積極

的な推進により、就業機会の拡大と会員の増強を図り自主財源の確保に

努めます。また事務事業の実施方法や管理運営費の見直しを行い、地域の

ニーズに柔軟に対応できる健全で効率的な財政運営を推進します。 

 

（４）補助金の確保 

    国・市からの補助金につきましては、その依存体質からの離脱を目指し

ますが、現在の財政状況に鑑みた場合、必要不可欠な財源でありますので、

引き続き国等へ要望活動を実施して補助金の確保に努めます。  

 

（５）新型コロナ対策 

    新型コロナ感染が発生して約２年が経過し、その間定時総会、各委員会 

    の縮小開催、会員交流イベントの中止等様々な対策を講じてきました。今

後も、新型コロナが終息するまで万全の感染対策に努めます  

 



Ⅲ 事業目標 

 

   令和４年度事業推進にあたり、下記により具体的目標値を設定します。 

 

項   目 目 標 値 前年度数値 

会 員 数 ４００ 人 ３６３ 人 

   受 託 件 数 ３，５００ 件    ３，３２１ 件 

    就業延人員  ３０，０００ 人 ２８，９１９ 人 

    契 約 金 額  １２５，０００千円 １１９，６０４千円 

年間就業率 ８８．０ ％ ８６．８ ％ 

 

 


